
出 張 報 告 書 

 
平成 29 年 4 月 25 日報告 

 

１ 出 張 日 程 

出 張 期 間 
自   平成２９年 ４月２２日から 

    ２日間 
至   平成２９年 ４月２３日まで 

出  張  先   北海道札幌市 

担  当  者   事 務 局 
   荒  川  祥  悟 

  （会長の代理として出席） 

出 張 用 務 
  平成 29 年度 第 1 回 中学校テニス推進員会 及び 

 平成 29 年度 北海道テニス協会 評議員会 

出  席  者  別添次第のとおり 

 

２ 復 命 事 項 

 出張の用務・内容・結果等 

◎平成２９年度第 1回中学校テニス推進員会 

日  時  平成 29年 4月 23日（日）午後 1時 45分 

会  場  ホテル ノースシティ ３F レラ 

参 加 者  29名 

議  題 １．平成２８年度活動報告について  

 佐藤委員長が体調を崩し療養中のため、長澤会長が委員長代理を務めた。 

  報告は中学校テニス連盟田丸氏よりなされた。内容は次のとおり。 

 ・北海道中学校テニス団体戦大会は開始当初の平成 25年と比較すると倍のチーム数 

  になっているが、引き続き増やしていきたい。 

 ・現在テニスは準加盟（特例）という形で北海道中体連に加盟している。 



 ・中国地区は 2018年に中体連に加盟予定。 

 ・2020年には全地区で加盟できるよう活動している。 

  

 ２．平成 29年度北海道中学校テニス団体戦大会北海道大会及び地区大会について 

 別添の開催要項のとおり。昨年度より引率者を教員以外にも保護者コーチを可とし  

ている。 

 【質疑応答】 

 Q 石狩地区は予選参加チームが非常に多いため、他地区との差を鑑みて出場枠を 

  増やすことはできないか。 

 A 検討する。 

  

 Q 全中出場は難しいのか。 

 A 全中は 7名 1チームである必要があるため、2名以上１チームを謳っているこの 

  現状では非常にハードルが高いが、努力していく。 

 

 Q 複数学校間で複合チームを作って出場できないのか。 

 A 中体連では個人競技については複数校での複合チームは認めないとしているため 

  中体連加盟を目指す立場である以上これに準じるべきと考える。 

 

 Q 若月理事からの意見で、中体連加盟を目指すことはまた別とした「中学生の都市  

  対抗戦」のような大会を実施してはどうかという意見があった。 

 A 検討する。 

 

Q 要項の参加校変更という部分が分かりにくい 

 A チームを追加して BYEを埋めるという意味合いと考えるが作成者が欠席している 

 ため、確認して修正する。 



◎平成２９年度 北海道テニス協会評議員会 

日  時  平成 29年 4月 23日（日）午後 3時 00分 

会  場  ホテル ノースシティ ２F 金柔の間 

参 加 者  別添次第のとおり 

議  題 １．平成２８年度事業報告、決算報告及び監査報告について 

 事業・決算報告書に基づき各委員長が説明。委員長不在の場合理事長が説明。 

 【質疑応答】なし 

 評議員の拍手により満場一致で承認 

２．平成２９・３０年度人事案について 

 事業計画書１５ページのとおり。下線が役員。 

 【質疑応答】 

 Q 室蘭の理事が空欄になっているが、どのような状況か。 

 A 作成時に報告が上がっていなかったものと思われる。後日報告する。 

  評議員の拍手により満場一致で承認。 

  新任役員及び初参加者は、ここで挨拶を行った。（荒川は代理出席のため辞退） 

  

３．平成２９年度事業計画及び予算案について 

  事業計画書に基づき各委員長が説明。委員長不在の場合理事長が説明。 

 【質疑応答】 

 Q 応援マナーについてはどのような活動を今年度は実施するのか。 

 A コートへのステッカー貼などで対応予定。昨年度はロープで立入禁止区域を設け 

  たことが効果的だったため、引き続き実施する。JTAからビラの配布などの要請は 

来ていないが、選手の親のマナー改善に力を入れていく。 

評議員の拍手により満場一致で承認。 

  以上。（詳細は後日北海道テニス協会作成の議事録を参照のこと） 

 






